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        　                               令和６年７月１２日（金）  
          　            いつも青空のような澄み切った心でいよう。  

○　雨だれ石を穿つ（うがつ） 
　授業参観、保護者会の直前に激しい降雨。保護者の皆様のご来校が心配され
ましたが、生徒達の授業の様子を見ていただき、また保護者会で 1 学期の学年
経営等の反省についてご理解を頂きありがとうございました。雨の中、本当に
ありがとうございました。今週は、活発な梅雨前線のため、雨に見舞われこと

 がありました。
　厚い雨雲に覆われ、雨が降りてくるこの時期は、湿度が高くジメジメして不
快と感じます。このようなモヤモヤしてはっきりしない気候は、解決方法がは
っきりしないまま暗やみのなか手探りで探し続けている状況のようです。勉強
のこと、部活のこと、解決ができないとモヤモヤして気持ちは雨雲のようです。
　そんな雨続きの今週、屋根からの雨だれを眺めていると｢雨だれ石を穿つ｣と
いう言葉が思い浮かびました。この意味は、ほんとに小さな雨のしずくでも、
長い間ずっと同じところに落ち続けていれば、硬い石に穴をあけてしまうこと
から、どんな小さな力でも、根気よく続けていればいつか大きな成果を得られ

 るという意味です。
　毎日の努力のほとんどは、石に落ちるひとしずくの雨だれのようです。成果
を感じることの方が少ないと思います。大事なことは、その成果を感じないと

 きにどうするかです。
　今、厚い雲に覆われている空ですが、やがて雨雲は去って行き、情熱の白い雲が沸き立つ青空に変わります。

 この空の変化と同じように成果が現れるときがきっとやってきます。その日を信じて頑張っています。
 

教 科 名 ○課題内容 ○　夏休みの課題 
学　年 問題集「キホンの夏」 　左記の表は、夏休みの課題です。夏休み明け

テストは｢キホンの夏｣という問題集から出題さ
国　　語 国語の授業でプリントを配布します。 れます。 

※ 昨年同様に、韻文・作文それぞれから１つ、  
または読書感想文になる予定です。 ○　人権教育　７月１１日（木） 

社　　会 ・歴史ワークｐ１６までと、重要用語のｐ９５ 　坂下厚生病院の訪問看護科の和田ゆう子先生
の４８までと、地理ワークのｐ１９までと重要 に来校していただき人権教育をしていただきま
用語のｐ７７の７９まで整理する。 した。次は、講話を受けた生徒の感想です。 
・進度調整の冊子は必ず取り組むこと。 ｢日頃から、あまり障害をもった人と関わらない

数　　学 ・ワークブックを授業で行ったところまで進め ので、知らないことを知り、考え、とてもいい
ておくとよいでしょう。２学期の最初の単元テ 学習になりました。障害のある方のつらさを思
ストの際に提出です。 うと、何不自由なく過ごせる自分と比べると切
　まず「キホンの夏」を完璧に終わらせてくだ ない気持ちにもなりました。そして、もっと理
さい。 解を深めていきたいと思います。｣ 

理　　科 ・理科ノート、ワークを授業で行った範囲まで ｢共に生きていくことの大切さを学びました。見
進めておきましょう。 ると看るについても考えることができました。｣

｢看護師さん達の命に関わる仕事の内容を知って
英　　語 ・「キホンの夏」を丁寧に行うこと。 本当にすごいと思いました。今回の講話を聞け

・単語練習用ノートを準備し、1学期の新出単語 て良かったです。｣ 
や連語を正確に書けるように練習しましょう。  ｢障害のある方の言
・教科書の本文を毎日音読しましょう。 葉に勇気をもらいま

技　　術 ・夏休み中に、栽培で学習しているミニトマト した。平等であるは
を自宅で観察し記録する。 ずの世の中、そうで

ないので自分にでき
家　　庭 ・自分の洋服の整理をしてみよう。 ることがあれば力に

なりたいと思いまし
た。｣

 

７月１５日（月） ７月１６日（火） ７月１７日（水） ７月１８日（木） ７月１９日（金）

日程・活動 A　６校時 B　６校時 B　６校時 特別プラン

給食・清掃 ○・普通 ○・愛校 ○・愛校 なし・特別

  主な予定 フッ化物洗口 愛校作業 愛校作業 第 1  学期始業式
地区生徒会 PTA 街頭補導 職員会議

完全下校 １８：００ １６：２０  １８：００  １８：００


